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保
育
士
の
先
生
方
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
17
名
、
そ
し
て

松
田
県
議
と
共
に
３
５
０
０

ポ
ッ
ト
の
苗
を
作
り
ま
し
た
。

園
児
に
「
芝
生
は
生
き
物
だ
」

と
い
う
事
を
知
っ
て
も
ら
う

為
、
こ
の
う
ち
の
１
鉢
を
自
宅

に
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
い
、
定

植
ま
で
育
て
て
貰
う
事
に
し
ま

し
た
。

7
月
24
日
に
は
２
８
０
㎡
の

園
庭
に
ポ
ッ
ト
苗
、ば
ら
撒
き
、

筋
植
え
方
式
に
よ
り
園
児
た
ち

と
一
緒
に
植
栽
し
ま
し
た
。
こ

の
様
子
は
、
神
奈
川
新
聞
、
建

通
新
聞
、
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

秋
に
は
芝
生
で
覆
わ
れ
、
素

足
で
遊
べ
る
園
庭
が
完
成
し
ま

す
。ご

父
兄
の
中
に
は
、
自
宅
で

育
て
た
苗
を
植
え
た
か
と
思

う
と
育
ち
具
合
が
気
に
な
っ
た

り
、
感
ひ
と
し
お
で
す
と
、
感

想
を
持
た
れ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
完
成
し

た
芝
生
を
管
理
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
の
が
地
域
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心

と
な
り
地
域
の
協
会
員
と
共
に

活
動
し
て
い
く
事
を
目
標
と
し

て
い
る
の
が
芝
生
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
す
。

次
号
で
は
完
成
し
た
く
す
の

木
保
育
園
の
芝
生
園
庭
を
紹

介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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会
や
現
場
で
の
環
境
調
査
、
土

壌
調
査
を
行
う
他
、
施
工
方
法

の
検
証
、
適
切
な
維
持
管
理
方

法
の
模
索
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
技
術
研
修
を
重
ね
、
実
際
に

施
工
し
な
が
ら
芝
生
化
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
園
庭
に
つ
い
て
は
横

浜
市
戸
塚
区
の
く
す
の
木
保
育

園
（
岩
崎
園
長
）
の
芝
生
化
を

テ
ィ
フ
ト
ン
４
１
９
に
よ
り
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

３
月
27
日
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
21
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
土
壌
調
査
を
皮
切
り

に
、
4
月
26
日
に
は
調
査
結
果

を
基
に
土
壌
改
良
や
植
付
け

方
法
の
検
討
、
５
月
28
日
に
は

１
１
０
名
の
園
児
と
ご
父
兄
、

員
会
ま
な
び
や
計
画
推
進
課
よ

り
県
立
学
校
の
校
庭
芝
生
化
に

つ
い
て
造
成
や
維
持
管
理
に
当

た
り
技
術
的
な
事
柄
に
つ
い
て

の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
背
景
の
下
、
私
達

は
公
園
緑
地
部
会
の
中
に
芝
生

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発

足
さ
せ
た
わ
け
で
す
。

ま
な
び
や
計
画
推
進
課
か
ら

は
県
立
横
浜
国
際
総
合
高
校
、

厚
木
高
校
、
平
塚
江
南
高
校
、

横
浜
栄
高
校
、
横
浜
清
陵
総
合

高
校
や
秦
野
高
校
、
ま
た
、
県

立
体
育
セ
ン
タ
ー
等
の
芝
生
化

に
対
す
る
協
力
依
頼
が
あ
り
土

壌
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
環
境

調
査
を
実
施
し
た
り
、
造
成
に

お
け
る
仕
様
の
提
案
を
行
っ
た

り
致
し
ま
し
た
。

こ
の
様
に
メ
ン
バ
ー
は
勉
強

公
園
緑
地
部
会
で
は
昨
年
、

経
営
研
修
委
員
会
・
技
術
研
修

委
員
会
が
合
同
で
横
浜
市
南
区

の
お
三
の
宮
日
枝
幼
稚
園
に
お

い
て
園
庭
の
芝
生
化
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
号

で
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
達
が
校
庭
芝
生
化
の
推
進

に
つ
い
て
国
や
県
、
ま
た
み
ど

り
議
連
に
対
し
、
普
及
や
そ
の

後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
特
段

の
配
慮
を
お
願
い
致
し
て
い
る

事
は
会
員
の
皆
さ
ん
も
周
知
の

事
と
存
じ
ま
す
。

要
望
す
る
ば
か
り
で
な
く
率

先
し
て
自
ら
が
活
動
し
て
行
こ

う
と
し
た
こ
の
日
枝
幼
稚
園
芝

生
化
事
業
が
引
き
金
と
な
り
各

方
面
か
ら
多
く
の
問
合
せ
を
頂

き
ま
し
た
。

中
で
も
、
神
奈
川
県
教
育
委

芝生化プロジェクトチームの活動について芝生化プロジェクトチームの活動について
　公園緑地部会では新たに芝生化プロジェクトチームを発足させ、園庭・校庭の芝生化普及に努める一方、メンバーのスキルアップを図
る為に諸々の研修や実践活動をしております。
　メンバーは公園緑地部会員より募集をし、県土に質の高い芝を増やして行こうという思いは県内全域に広がりを見せております。
　それは、各地域ごとに芝生化の中心的活動をしてくれる人材、会員を作って行こうというものです。
　今回、このプロジェクトチームの活動を紹介させて頂きます。 公園緑地部会 大谷正樹公園緑地部会 大谷正樹

日枝幼稚園の芝生化

ＮＯ 支部名 会　社　名 氏　名
1 戸 　 塚 日産クリエイティブサービス ◎大谷正樹
2 港 　 北 奈良造園土木㈱ ○野村直樹
3 湘 南 西 湘南造園㈱ ○岡田茂樹
4 保 土 ヶ 谷 ニホンターフメンテナンス㈱ ○平野英四郎
5 港 北 ㈲ヨネヤマプランティション 関 　 　 光
6 緑・南 ㈱サカタのタネ 星 野 公 英
7 緑・北 ㈱大和園 田 代 章 生
8 緑・北 ㈱倉本造園 倉 本 澄 夫
9 神 奈 川 一造園土木㈱ 小山田輝蔵
10 旭 ㈲鶴松植木 前 田 　 薫
11 旭 ㈱泰山園 髙 橋 　 卓
12 保 土 ヶ 谷 ニホンターフメンテナンス㈱ 小 川 武 雄
13 瀬 　 谷 堀江造園㈱ 堀 江 伸 吾
14 戸 　 塚 生駒造園土木㈱ 増 田 一 志
15 戸 　 塚 ㈱きたむら園 北 村 善 輝
16 戸 　 塚 石井造園㈱ 石 井 直 樹
17 戸 　 塚 日産クリエイティブサービス 須 山 光 隆
18 金 沢 磯 子 横浜緑地㈱ 樋 熊 浩 明
19 横 浜 南 横浜植木㈱ 横 野 　 央

ＮＯ 支部名 会　社　名 氏　名
20 横 浜 南 ㈱濱田園 斉 藤 正 昭
21 横 浜 中 央 ㈲細野植産 細 野 　 仁
22 横 浜 中 央 ㈱大匠緑化建設 内 田 悟 史
23 横 浜 港 南 ㈱港南植木ガーデン 笠 原 　 章
24 川 崎 北 川崎工苑建設㈱ 本 多 研 一
25 横 須 賀 ㈲神金造園 高 橋 裕 幸
26 横 須 賀 ㈱森崎ガーデン 石 原 宏 行
27 湘 南 東 平川造園土木㈱ 国 友 義 久
28 湘 南 東 湖南造園㈱ 犬 山 清 史
29 湘 南 東 ㈱やまなか園建設 増 田 正 成
30 湘 南 西 ㈱足柄グリーンサービス 関 野 秀 則
31 湘 南 西 ㈱東開造園土木 岡 部 一 郎
32 湘 南 西 ㈱木村植物園 岩 崎 　 智
33 湘 南 中 央 吉川産業㈱ 吉 川 　 誠
34 湘 南 中 央 ㈱佐野造園土木 佐 野 　 洋
35 県 　 央 ㈱庭司苑 飯 島 正 一
36 県 　 央 ㈱難波造園 澤 田 圭 吾
37 県 　 央 日本シーダー㈱ 中 本 雅 幸
38 県 　 北 ㈲泰成緑地建設 小 菅 泰 浩

ポット苗の植え付け

土壌調査中（透水試験）土壌調査中（土壌硬度）

報告書

◎…チームリーダー　○…サブリーダー

Ｈ23年度 Ｈ24年度
第４四半期 第１四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

調査・研究の為の
モデル事業と
コミュニケー
ションの活性化

お三の宮日枝幼稚園 資料のマトメ エアレーショ
ン・施肥

技術指導 技術指導 技術指導

くすのき保育園
（300㎥程度）

調査・施工計
画立案

ポット苗作り
植栽

維持管理
９月オープン

維持管理
サポート

維持管理
サポート

技術指導及び
育成

横浜国際高校 目土散布
エアレーション
（５月）
目砂・施肥

エアレーション
（７月）
目砂・施肥

施肥

県立高校・養護学校 調査・報告
（５校）

技術向上研修会 講習会 校庭芝生化 土壌調査方法 芝生植付 芝生管理 芝生薬剤

害虫駆除

校庭芝生化　プロジェクトチーム事業計画表（Ｈ24.1 ～Ｈ25.3）

校庭芝生化プロジェクトチームメンバー
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街
路
樹
剪
定
士
の
資
格
認

定
事
業
を
重
点
的
に
進
め
て

き
て
、
今
で
は
全
国
最
多
の

有
資
格
者
を
誇
る
県
と
な
っ

て
い
ま
す
。

広
く
県
民
に
街
路
樹
の
重

五
月
十
八
日
第
三
十
六
回

通
常
総
会
が
ホ
テ
ル
横
浜

ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。土

志
田
総
務
委
員
長
の
司

会
で
始
ま
り
、
田
澤
副
支
部

長
の
開
会
の
言
葉
、
山
田
支

部
長
挨
拶
の
後
、
支
部
規
定

に
よ
り
山
田
支
部
長
が
議
長

に
選
出
さ
れ
、
第
一
号
議
案

平
成
二
十
三
年
度
会
務
報
告

及
び
事
業
報
告
、
第
二
号
議

案
平
成
二
十
三
年
度
収
支
決

算
報
告
が
一
括
審
議
さ
れ
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
三
号
議
案
平

成
二
十
四
年
度
事
業
計
画

（
案
）
第
四
号
議
案
、
平
成

二
十
四
年
度
収
支
予
算
（
案
）

が
一
括
審
議
さ
れ
満
場
一
致

で
承
認
、
次
い
で
第
五
号
議

案
総
会
議
決
事
項
の
委
任
に

つ
い
て
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
第
六
号
議
案
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任

に
つ
い
て
、
支
部
規
定
に
よ

り
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
新
任
幹
事
】

●
藤
巻
慎
司
（
藤
造
園
建
設

（
株
））

●
矢
部

均
（（
株
）
三
橋
緑

化
興
業
）

【
退
任
幹
事
】

●
榎
本
甲
子
男
（
藤
造
園
建

設
（
株
））

●
草
柳

豊
（（
株
）
原
中
園
）

退
任
さ
れ
る
各
氏
に
は
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

本
日
は
、
ご
多
用
の
中
多

数
の
会
員
の
皆
様
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
平
素
か
ら
協
会

の
事
業
運
営
に
多
大
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
も
協
会
発

展
の
た
め
、
各
支
部
長
を
中

心
に
会
員
の
絆
を
深
め
、
い

ろ
い
ろ
な
行
事
や
事
業
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
一
致
団

結
し
て
厳
し
い
状
況
を
乗
り

越
え
て
進
み
た
い
。

経
済
・
業
界
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
中
、
業
界
が
持
続

第
三
十
八
回
（
社
）
神

奈
川
県
造
園
業
協
会
通
常

総
会
が
五
月
十
八
日
ホ
テ

ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
に
於
い
て

出
席
者
百
八
十
七
名
委
任
状

二
百
五
十
一
名
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

渡
邊
副
会
長
の
司
会
で
始

ま
り
石
川
副
会
長
の
開
会
の

言
葉
、
岸
本
和
好
会
長
挨
拶

の
後
に
第
三
十
六
回
会
長
表

彰
が
行
わ
れ
、
技
能
功
労
者

二
十
三
名
を
代
表
し
て
（
有
）

植
定
渡
部
定
男
様
、
優
秀
技

能
者
二
十
九
名
を
代
表
し
て

早
坂
緑
化
（
株
）
早
坂
清
昭
様
、

青
年
優
秀
技
能
者
七
名
を
代

表
し
て
（
株
）
植
藤
内
籐
綱

一
様
に
記
念
品
、
表
彰
状
が

岸
本
会
長
よ
り
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

次
い
で
、
小
山
副
会
長
が

議
長
に
選
出
さ
れ
、
第
一
号

議
案
平
成
二
十
三
年
度
事
業

報
告
、
第
二
号
議
案
平
成

二
十
三
年
度
収
支
決
算
報
告

及
び
監
査
報
告
が
一
括
審
議

さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
次
い

で
、
第
三
号
議
案

平
成
二
十
四
年
度

事
業
計
画
（
案
）

が
一
括
審
議
さ

れ
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し

た
。次

い
で
、
第

五
号
議
案
平
成

二
十
五
年
度
暫
定

予
算
の
理
事
会
一

任
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し

た
。つ

い
で
、
第
六

号
議
案
一
般
社
団

法
人
移
行
に
伴
う

定
款
変
更
（
案
）

が
提
出
さ
れ
質
疑

応
答
の
後
、
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
「
み
ど

り
を
創
り
、育
て
る
」

集
い
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

的
に
発
展
し
て
い
く
に
は
次

代
を
担
う
人
材
へ
の
技
術
の

継
承
が
急
務
で
あ
り
、
新
し

い
造
園
技
術
・
技
能
の
研
究
・

開
発
に
努
め
る
と
と
も
に
各

種
団
体
、
地
域
住
民
や
企
業

と
の
協
働
に
よ
る
環
境
共
生

型
都
市
づ
く
り
に
取
組
み
、

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
に
向

け
て
の
認
可
申
請
等
協
会
の

体
制
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
一

層
の
お
力
添
え
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会長表彰

社
団
法
人
神
奈
川
県
造
園
業
協
会

  
第
三
十
八
回
通
常
総
会
開
催

次
代
を
担
う
人
材
へ
の

　
　

技
術
継
承
が
急
務

　
　
　
　
　

岸
本

和
好

会
長
挨
拶

岸本会長挨拶

（
一
社
）
日
本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川
県
支
部

   

第
三
十
六
回
通
常
総
会
開
催

要
性
と
必
要
性
を
認
識
し
て

も
ら
う
た
め
、
ま
た
、
街
路

樹
剪
定
士
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
街
路
樹
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
で
、
今
回
か
ら
街
路

樹
剪
定
優
秀
賞
を
選
定
し
ま

し
た
。

今
年
度
は
、
▽
街
路

樹
選
定
技
術
の
調
査

研
究
▽
街
路
樹
剪
定

士
実
技
試
験
の
開
催

▽
造
園
技
術
・
入
札
制

度
な
ど
の
各
種
講
習

会
の
開
催
▽
神
奈
川

県
出
先
事
務
所
と
の

震
災
対
策
訓
練
と
工

事
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

参
画
・
協
力―

な
ど

の
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山田支部長挨拶

山
田
支
部
長
挨
拶
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経
験
に
よ
り
「
い
の
ち
輝
く

マ
グ
ネ
ッ
ト
神
奈
川
」
の
実

現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、「
神
奈
川
造
園
業

協
会
」
及
び
「
日
本
造
園
建

設
業
協
会
神
奈
川
県
支
部
」
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
本
日
の
お

集
ま
り
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
と
の

挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で
神
奈

川
県
議
会
を
代
表
し
て
持
田
文

男
神
奈
川
県
議
会
議
長
の
挨
拶

に
続
き
、
み
ど
り
議
員
連
盟
の

出
席
者
の
紹
介
と
、
松
田
良
昭

神
奈
川
県
議
会
み
ど
り
議
員
連

盟
会
長
よ
り
力
強
い
励
ま
し
と

支
援
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。つ

い
で
、
県
幹
部
職
員
、

関
係
団
体
の
来
賓
紹
介
に
続

き
、
池
守
典
行
公
益
財
団
法

人
神
奈
川
県
公
園
協
会
理
事

長
の
乾
杯
の
発
声
で
和
や
か

な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
い
で
第
三
号
平
成

二
十
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）、

第
四
号
議
案
平
成
二
十
四
年

度
予
算
（
案
）
が
一
括
審
議

さ
れ
満
場
一
致
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

次
い
で
、
第
五
号
議
案
横

浜
傷
害
火
災
（
株
）
代
表
取

締
役
小
倉
均
の
保
険
料
流
用

の
処
理
（
案
）
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
種
々
議
論
の
後
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
和
や
か
な

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組
合

平
成
二
十
四
年

       

通
常
総
会
開
催

今
回
は
公
募
い
た
し
ま
し
た

四
百
名
の
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
よ
る
植
樹
の
ほ
か
、
白
井

貴
子
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や

近
く
の
水
源
林
を
散
策
し
な

が
ら
森
林
に
つ
い
て
学
ぶ
水

源
林
探
訪
等
を
行
う
予
定
で

す
。植

樹
祭
開
催
に
当
た
っ
て

は
、
皆
様
を
は
じ
め
と
し
た

本
県
の
み
ど
り
行
政
に
関
係

す
る
方
々
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
「
神
奈

川
森
林
再
生
五
十
年
構
想
」

の
実
現
に
向
け
今
後
も
こ
の

祭
典
を
隔
年
で
開
催
し
て
い

く
予
定
で
す
。
こ
う
し
た
イ

ベ
ン
ト
や
「
か
な
が
わ
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
へ
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り
ま
し

て
黒
岩
知
事
の
も
と
活
力
と

魅
力
あ
ふ
れ
た
県
土
の
形
成

と
み
ど
り
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
優

れ
た
技
術
と
豊
富
な
知
識
・

柱
と
い
た
し
ま
し
て
、
都
市

部
の
緑
地
や
三
浦
半
島
国
営

公
園
の
誘
致
等
「
都
市
の
緑

の
保
全
と
活
用
」
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
間
も
な
く
開
催
さ

れ
る
「
み
ど
り
の
祭
典
〝
か

な
が
わ
未
来
の
森
づ
く
り
〞

二
〇
一
二
」
に
つ
い
て
ご
案

内
致
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
二
十
二
年
に

本
県
で
開
催
し
た
第
六
十
一

回
全
国
植
樹
祭
を
記
念
し
て

県
民
の
皆
様
と
の
協
同
に
よ

る
森
林
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
、
五
月
二
十
七
日

の
日
曜
日
に
南
足
柄
市
の
全

国
植
樹
祭
の
お
手
植
え
会
場

に
お
い
て
行
う
も
の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

起
因
す
る
社
会
環
境
の
変
化

へ
の
対
応
を
行
う
た
め
、「『
い

の
ち
輝
く
マ
グ
ネ
ッ
ト
神
奈

川
』
を
実
現
す
る
」
を
基
本

理
念
に
掲
げ
神
奈
川
の
将
来

像
や
政
策
の
基
本
方
向
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

例
え
ば
、「
災
害
に
強
く
安

全
で
安
心
し
て
く
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
柱
と
い
た
し

ま
し
て
、
災
害
発
生
時
の
避

難
地
と
な
る
県
立
公
園
や
都

市
計
画
道
路
の
計
画
的
な
整

備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、「
人
を
引
き
付
け
る

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
を

様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
都
市

公
園
の
整
備
や
緑
地
の
保
全

な
ど
本
県
の
み
ど
り
行
政
に

対
し
て
ご
理
解
、
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
協
会
の
皆
様
方
が

造
園
技
術
の
研
鑽
に
努
め
ら

れ
、
私
ど
も
の
進
め
る
住
み

よ
い
県
土
づ
く
り
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
き
た
こ
と
に
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
県
で
は
こ
の
三
月

に
新
た
な
総
合
計
画
で
あ
る

「
か
な
が
わ
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
は
、
確
実
に
到
来
す

る
超
高
齢
化
社
会
等
へ
の
十

分
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、

第
三
十
八
回
神
奈
川
県
造

園
業
協
会
通
常
総
会
・
第

三
十
六
回
日
本
造
園
建
設
業

協
会
神
奈
川
県
支
部
通
常
総

会
終
了
後
、「
か
な
が
わ
の
み

ど
り
を
創
り
、
育
て
る
」
集

い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
造
園
業
協
会
岸

本
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
日

本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川

県
支
部
の
役
員
改
選
に
よ
り

再
任
さ
れ
た
山
田
支
部
長
・

岡
田
・
田
澤
副
支
部
長
が
紹

介
さ
れ
、
代
表
し
て
山
田
支

部
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。続

い
て
、
来
賓
と
し
て
ご

臨
席
い
た
だ
い
た
黒
川
雅
夫

神
奈
川
県
副
知
事
よ
り
、
皆

「
神
奈
川
の
み
ど
り
を

創
り
、
育
て
る
」
集
い
開
催

黒川神奈川県副知事挨拶

神奈川県議会みどり議員連盟　松田会長挨拶

神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組

合
通
常
総
会
が
五
月
十
八
日
、

ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

蛭
田
議
長
の
も
と
、
第
一

議
案
平
成
二
十
三
年
度
会
務

報
告
及
び
事
業
報
告
が
一
括

審
議
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
二
号
議
案
平

成
二
十
三
年
度
決
算
報
告
及

び
監
査
報
告
が
一
括
審
議
さ

れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

蛭田議長挨拶

持田神奈川県議会議長挨拶
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業
者
を
排
除
す
る
た
め
業
務

実
態
調
査
の
強
化
と
調
査
結

果
の
入
札
制
度
へ
の
反
映
に

つ
い
て
、
造
園
業
界
の
大
変

厳
し
い
現
状
を
ふ
ま
え
て
要

望
事
項
の
実
現
に
向
け
て
強

く
申
し
入
れ
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
校
庭

芝
生
化
の
取
組
み
状
況
と
課

題
及
び
県
立
高
校
校
庭
芝
生

化
の
現
状
、
ま
た
、
街
路
樹

剪
定
の
実
情
と
街
路
樹
剪
定

モ
デ
ル
箇
所
等
に
つ
い
て
論

議
さ
れ
た
。

神
奈
川
県
造
園
業
協
会
と

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈

川
県
支
部
共
同
で
、
七
月
十

日
に
自
由
民
主
党
神
奈
川
県

支
部
連
合
会
・
自
由
民
主
党

神
奈
川
県
議
団
へ
次
の
六
項

目
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

要
望
事
項
と
し
て
、
①
景

気
・
環
境
対
策
と
し
て
、
ま

た
、
計
画
的
な
社
会
資
本
の

整
備
保
全
や
災
害
へ
の
対
応

の
た
め
に
も
防
災
公
園
の
設

置
等
緑
化
関
連
公
共
事
業
の

予
算
の
確
保
・
増
加
と
受
注

機
会
の
確
保
②
都
市
公
園
の

整
備
や
既
存
都
市
公
園
の
再

整
備
、
緑
地
の
保
全
、
緑
化

の
積
極
的
推
進
③
三
浦
半
島

地
域
へ
の
国
営
公
園
の
誘
致

活
動
の
積
極
的
な
推
進
④
公

園
・
緑
地
及
び
道
路
、
河
川
、

港
湾
、
住
宅
施
設
等
の
う
ち

造
園
に
関
す
る
整
備
及
び
維

持
工
事
は
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
分
離
し
特
定
建
設
業
種

で
あ
る
造
園
専
門
業
者
に
発

注
を
、
ま
た
、
発
注
に
あ
た
っ

て
は
公
共
工
事
の
品
質
工
事

の
品
質
確
保
を
図
る
た
め
工

事
実
績
、
造
園
に
関
す
る
各

種
資
格
所
有
者
の
技
術
力
等

の
評
価
⑤
一
般
社
団
法
人
日

本
造
園
建
設
業
協
会
認
定
の

街
路
樹
剪
定
士
の
積
極
的
活

用
⑥
校
庭
及
び
園
庭
の
芝
生

化
の
推
進
を
図
る
た
め
の
助

成
措
置
と
芝
生
化
工
事
及
び

維
持
管
理
工
事
の
造
園
工
事

専
門
業
者
へ
の
発
注
⑦
不
正

行
為
の
防
止
と
不
良
不
適
格

「
み
ど
り
行
政
に
関
す
る
要
望
書
」

〜
六
項
目
〜
提
出

庭
守
講
習
会

「
石
材
加
工
と
刃
物
研
ぎ
」

平
成
24
年
６
月
10
日
、
都

筑
JA
に
お
い
て
、
今
年
度
と

し
て
は
2
回
目
の
庭
守
講
習

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
自
分
た
ち
で
設
計

し
た
課
題
に
沿
っ
て
延
段
や

蹲
踞
を
作
る
予
定
で
し
た
が
、

入
梅
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ

り
前
日
の
準
備
段
階
か
ら
降

り
続
い
た
雨
で
会
場
が
ぬ
か

る
ん
で
使
え
な
い
と
判
断
し
、

予
定
を
変
更
し
て
「
石
材
加

工
道
具
の
使
い
方
」
と
「
刃

研
ぎ
」
に
つ
い
て
の
講
習
と

な
り
ま
し
た
。

予
想
に
反
し
て
朝
か
ら
よ

く
晴
れ
て
暑
い
陽
気
で
し
た

が
、「
雨
降
り
に
室
内
で
出
来

る
作
業
」
の
一
例
と
し
て
意

義
の
あ
る
講
習
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

講
師
は
石
造
物
に
造
詣
の

深
い
川
田
造
園
の
川
田
秀
一

氏
で
す
。

  

ま
ず
午
前
中
は
「
石
材
加

工
道
具
の
使
い
方
」
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
シ
ー
ト
一

面
に
並
べ
ら
れ
た
道
具
の
名

称
と
使
い
方
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
そ
れ
ら
を
実
際
に

使
っ
て
石
材
の
加
工
に
各
自

挑
戦
し
ま
し
た
。

セ
ッ
ト
ウ
の
打
撃
面
は
焼

き
が
入
っ
た
面
と
そ
う
で
な

い
面
と
が
あ
り
、
使
い
分
け

が
必
要
な
こ
と
な
ど
、
中

に
は
高
価
な
道
具
も
あ
る
の

で
正
し
い
使
い
方
か
ら
学
び

ま
す
。
セ
ッ
ト
ウ
と
合
わ
せ

て
使
う
コ
ヤ
ス
ケ
も
用
途
に

よ
っ
て
大
き
さ
や
形
が
異
な

り
、
よ
り
良
い
加
工
を
す
る

た
め
に
は
何
種
類
か
必
要
だ

と
知
り
ま
し
た
。
鑿
（
ノ
ミ
）

も
ま
た
種
類
が
多
く
先
に
超

硬
合
金
（
タ
ン
ガ
ロ
イ
）
が

付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
か
ら

文
字
彫
り
用
の
先
ノ
ミ
ま
で

大
小
様
々
で
す
。
炭
素
鋼
製

の
ナ
マ
ノ
ミ
は
仕
事
前
に
焼

き
入
れ
を
し
て
使
う
そ
う
で
、

タ
ン
ガ
ロ
イ
が
無
か
っ
た
時

代
の
職
人
は
大
変
だ
っ
た
ろ

う
と
想
像
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
道
具
を
使
っ
て

実
際
に
石
材
を
加
工
し
て
み

ま
す
。
用
意
し
て
戴
い
た
白

御
影
の
石
板
や
短
冊
石
を
こ

ぶ
出
し
や
ビ
シ
ャ
ン
、
小
叩

き
な
ど
に
仕
上
げ
る
グ
ル
ー

プ
、
丹
波
石
や
鉄
平
石
を
加

工
し
て
石
貼
り
す
る
グ
ル
ー

プ
、
水
鉢
を
彫
り
込
む
グ
ル
ー

プ
な
ど
に
分
か
れ
て
作
業
し

ま
す
。
水
鉢
は
川
田
さ
ん
が

春
日
灯
籠
の
笠
を
裏
返
し
て

要望書提出

意見交換

石材加工道具の使い方

石材加工道具の種類

ごぶ出し作業 鉄平石を加工した石貼り 水鉢の彫込み
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病
害
虫
防
除
講
習
会

開
催

  
  

安
全
で
適
正
使
用
を
心
が
け
る
大
切
さ

当
協
会
と
神
奈
川
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
病
害
虫
防
除
部
・

神
奈
川
県
植
木
連
合
会
と
共
催

で
二
十
四
年
度
第
一
回
目
の
病

害
虫
防
除
講
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

第
一
回
目
は
、
七
月
四
日
か

な
が
わ
県
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

ホ
ー
ル
に
於
い
て
実
施
さ
れ

百
五
十
五
（
会
員
七
十
名
、
行

政
十
九
名
、そ
の
他
六
十
一
名
）

が
参
加
し
、
講
習
会
は
、
約
二

時
間
半
に
亘
り
「
農
薬
の
適
正

使
用
と
安
全
管
理
」
に
つ
い
て

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
病
害
虫
防

除
部
副
技
官
伊
與
部
有
一
氏
よ

り
、「
住
宅
地
に
お
け
る
公
園
・

街
路
樹
等
の
防
除
技
術
」
に
つ

い
て
（
社
）
緑
の
安
全
推
進
協

会
千
野
義
彦
氏
よ
り
事
例
を
示

し
な
が
ら
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
農
薬
散
布

時
の
人
に
対
す
る
健
康
や
周
辺

住
民
・
環
境
へ
の
安
全
性
確
保

の
大
切
さ
に
つ
い
て
発
注
す
る

側
の
行
政
と
受
注
す
る
造
園
関

係
事
業
所
が
認
識
を
共
有
し
、

円
滑
な
病
害
虫
防
除
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
重
要
な
講
習

会
で
す
。
出
席
者
に
は
、
当
日

各
自
に
「
修
了
証
」
が
渡
さ
れ

ま
し
た
。

第
二
回
目
は
、
平
成
二
十
五

年
二
月
一
日
神
奈
川
県
平
塚
合

同
庁
舎
に
於
い
て
実
施
す
る
計

画
で
現
在
受
講
希
望
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
申
込
希
望
者
は

協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。な

お
、
詳
細
は
神
造
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

彫
っ
た
加
工
途
中
の
題
材
を

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
り
、「
み

か
ん
彫
り
」
と
い
う
奥
行
き

に
丸
み
を
持
た
せ
る
水
鉢
の

彫
り
方
に
倣
っ
て
小
さ
い
ノ

ミ
と
小
ぶ
り
な
セ
ッ
ト
ウ
で

彫
り
進
め
て
行
き
ま
す
。
セ
ッ

ト
ウ
が
ち
ょ
っ
と
で
も
淵
に

当
た
れ
ば
全
て
が
台
無
し
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
緊
張
し

な
が
ら
数
人
が
交
代
で
根
気

よ
く
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

思
う
よ
う
に
石
が
割
れ
な

か
っ
た
り
失
敗
し
た
り
し
な

が
ら
も
、
道
具
の
違
い
に
よ

る
仕
上
が
り
の
様
子
や
石
加

工
の
奥
深
さ
を
痛
感
で
き
る

貴
重
な
体
験
で
し
た
。
石
板

な
ど
普
段
は
仕
入
れ
た
ま
ま

を
現
場
で
使
っ
て
い
ま
す
が
、

コ
ブ
出
し
や
ビ
シ
ャ
ン
な

ど
一
手
間
を
加
え
る
だ
け
で

も
場
に
馴
染
む
生
き
た
材
料

に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

し
ょ
う
。

午
後
か
ら
は
「
刃
研
ぎ
」

「
第
五
回
か
な
が
わ
街
路
樹
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

表
彰
式
開
催

（
一
社
）
日
本
造
園
建
設
業

協
会
神
奈
川
県
支
部
主
催
の

「
第
五
回
か
な
が
わ
街
路
樹

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰

式
が
五
月
十
八
日
、
ホ
テ
ル

横
浜
ガ
ー
デ
ン
で
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
で
五
回
目
を
数
え
、

応
募
総
数
二
〇
七
点
、
新
設

さ
れ
た
「
街
路
樹
選
定
優
秀

賞
」
に
十
二
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

藤
井
英
二
郎
千
葉
大
学
教

授
、
大
河
原
雅
彦
元
神
奈
川

新
聞
写
真
部
長
、
山
田
支
部

長
の
審
査
員
に
よ
り
最
優
秀

賞
・
優
秀
賞
各
一
点
、
入
選

五
点
、
佳
作
十
点
、
特
別
賞

と
し
て
神
奈
川
県
知
事
賞
、

神
奈
川
県
議
会
議
長
賞
、
街

路
樹
選
定
優
秀
賞
等
二
十
作

品
が
選
定
さ
れ
、
表
彰
式
で

は
、
大
河
原
審
査
委
員
よ
り

各
賞
の
講
評
が
延
べ
ら
れ
、

続
い
て
表
彰
式
に
移
り
、
山

田
支
部
長
よ
り
、「
新
緑
ま
ぶ

し
い
散
歩
道
」
最
優
秀
賞
を

石
井
清
一
氏
、「
秋
を
惜
し
む
」

優
秀
賞
を
室
井
義
雄
氏
に
、

続
き
各
賞
に
賞
状
と
賞
金
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
氏
の
作
品
は
、「
み
ず

み
ず
し
い
ほ
ど
の
新
緑
の
美

し
さ
と
、
緑
の
濃
淡
の
変
化

を
望
遠
気
味
の
レ
ン
ズ
で
捉

え
、
樹
木
の
根
元
を
覆
う
植

え
込
み
の
新
緑
も
効
果
的
」

と
選
評
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
か
ら
新
設
さ
れ
た
「
街

路
樹
剪
定
優
秀
賞
」
に
は
、

生
駒
造
園
土
木
（
株
）
の
「
銀

杏
並
木
」
が
選
ば
れ
、「
剪
定

技
術
は
樹
高
の
統
一
・
枝
の

構
成
・
綺
麗
に
形
づ
く
ら
れ

た
樹
形
線
等
切
断
位
置
と
切

り
方
が
適
切
で
、
樹
形
剪
定

モ
デ
ル
と
い
え
る
」
と
の
講

評
を
得
ま
し
た
。

今
年
も
、
国
土
交
通
省
関

東
地
方
整
備
局
横
浜
並
び
に

相
武
国
道
事
務
所
、
神
奈
川

県
・
横
浜
市
・
川
崎
市
・
神

奈
川
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
神
奈

川
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局
の

後
援
を
得
て
「
第
六
回
か
な

が
わ
街
路
樹
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
作
品
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
多
数
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

山田支部長表彰状授与

▲最優秀賞
「新緑まぶしい散歩道」（石井　清一）

▲街路樹剪定優秀賞
「銀杏並木」（生駒造園土木（株））

の
講
習
で
す
。
ず
ら
っ
と
並

べ
ら
れ
た
川
田
講
師
の
鋏
や

鉈
の
美
し
い
こ
と
。
一
見
で

そ
の
切
れ
味
が
想
像
で
き
る

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
道
具

ば
か
り
で
す
。「
刺
身
も
切
れ

る
包
丁
で
調
理
す
る
と
お
い

し
い
。
庭
木
だ
っ
て
切
れ
味

の
良
い
鋏
で
切
ら
れ
た
方
が

嬉
し
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。」

川
田
さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る

信
念
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

持
参
し
た
刈
り
込
み
鋏
や

木
鋏
を
各
々
が
研
ぎ
出
し
ま

す
。
剪
定
鋏
や
鎌
な
ど
の
曲

線
的
な
刃
物
は
細
か
い
砥

石
を
使
っ
て
研
ぎ
ま
す
。
割

れ
た
砥
石
な
ど
も
捨
て
ず
に

取
っ
て
お
く
も
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
他
の
仲
間
が
使
っ

て
い
る
道
具
に
も
興
味
が
湧

き
、
情
報
交
換
に
も
花
が
咲

い
て
い
ま
し
た
。

「
刃
物
を
研
ぐ
こ
と
は
、
自

分
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
。
道

具
の
手
入
れ
は
怠
る
な
。」
と

の
川
田
さ
ん
の
言
葉
は
今
さ

ら
な
が
ら
心
に
響
き
ま
し
た
。

実
作
業
の
予
定
を
変
更
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
晴
れ
て
し

ま
い
ち
ょ
っ
と
も
っ
た
い
な

い
一
日
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
雨
降
り
や
手
待
ち

の
時
に
十
分
活
か
せ
る
講
習

で
あ
り
、
ど
ち
ら
の
内
容
も

自
ら
実
践
し
て
積
み
重
ね
て

い
く
べ
き
課
題
で
す
。
一
回

の
講
習
で
「
な
る
ほ
ど
」
と

言
っ
て
終
わ
ら
せ
る
こ
と
無

く
、
日
々
の
研
鑽
に
繋
げ
て

行
き
た
い
も
の
で
す
。

情
報
委
員
長

木
下

透

手入れの行き届いた刃物刃物研ぎの実践

完成品の前で記念写真
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実
技
講
習
会

七
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
迄
の
４
日
間
横
浜

農
協
き
た
地
区
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
一
級
六
十
名
、二
級
四
十
五
名
、

三
級
一
名
が
受
講
し
、
九
名
の
指
導
員
の
熱
心
な

指
導
を
受
け
大
汗
を
か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
要
素
模
擬
試
験
で
は

試
験
結
果
に
一
喜
一
憂
し
、
要
素
の
解
説
に
は
真

剣
に
耳
と
目
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
熱
中
症
対
策
と
し
て
途
中
十
五
分
の
休

憩
を
と
り
、
ま
た
、
受
講
者
に
塩
ア
メ
を
配
布
し

ま
し
た
。

実
技
検
定
試
験

七
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
迄
三
日
間
実
技
検

定
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
検
定
受
験
者
は
、
一
級
八
十
二
名
、
二

級
一
二
八
名
、
三
級
七
十
六
名
計
二
八
七
名
で
検

定
員
・
補
佐
員
の
見
守
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
研
鑽

と
日
頃
培
っ
た
技
を
発
揮
す
べ
く
講
習
会
か
ら
一

転
の
猛
暑
の
中
、
一
心
不
乱
に
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

今
年
も
猛
暑
の
中
四
名
が
緊
張
と
熱
中
症
で
リ

タ
イ
ヤ
し
ま
し
た
が
、
昨
年
と
異
な
り
救
急
車
の

出
動
ま
で
至
り
ま
せ
ん
で
一
安
心
し
ま
し
た
。

協
会
の
一
大
事
業
で
あ
る
実
技
講
習
会
、
検
定

実
技
試
験
、
学
科
講
習
会
に
携
わ
っ
て
い
る
関
係

者
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

八
月
七
日
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ

ザ
に
於
い
て
一
・
二
級
造
園
技
能
士

学
科
講
習
会
を
教
育
研
修
委
員
四
人

の
講
師
に
よ
り
午
前
・
午
後
に
わ
た

り
教
本
造
園
施
工
必
携
と
サ
ブ
テ
キ

ス
ト
を
基
に
熱
心
に
講
義
が
行
わ
れ

一
級
三
十
六
名
、
二
級
二
十
四
名
計

六
十
名
の
受
講
生
が
真
剣
に
メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。

【１級指導風景】

【２級指導風景】【１級指導風景】

一
・
二
級
造
園
技
能
士

　
　

学
科
講
習
会
を
開
催

平
成
二
十
四
年
度  

造
園
技
能
士
実
技
講
習
会
・
実
技
検
定
試
験
・
学
科
講
習
開
催

【会場設営】

【要素模擬テスト】

【１級受検風景】

【２級受検風景】【２級受検風景】 【１級受検風景】

【３級受検風景】【１・２級学科講習会】
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四
月
十
五
日
か
ら
四
月

十
六
日
に
か
け
、
鶴
見
支
部

で
は
毎
年
の
恒
例
行
事
で
あ

る
、
視
察
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。

今
年
は
支
部
賛
助
会
員
四

名
、
青
年
部
二
名
、
会
員
十
四

名
、
計
二
十
名
に
て
、
群
馬

県
安
中
市
磯
辺
温
泉
へ
、
栃

木
県
日
光
市
を
経
由
し
、
向

か
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
日
光
山
輪
王
寺
へ
、

あ
い
に
く
本
堂
（
三
仏
堂
）
は
、

平
成
大
修
理
と
称
す
る
改
修

工
事
中
で
し
た
が
、
本
堂
前
庭

に
あ
る
金
剛
桜
（
平
成
六
年
、

栃
木
名
木
百
選
に
指
定
）
は
、

老
齢
化
に
よ
る
衰
弱
が
あ
る

為
、
平
成
十
年
よ
り
回
復
治

療
を
行
っ
て
い
る
と
伺
っ
て

い
ま
し
た
が
、
桜
自
身
の
生

命
力
、
治
療
の
か
い
あ
っ
て

か
、
五
月
初
旬
に
開
花
を
迎

え
る
金
剛
桜
は
、
つ
ぼ
み
を

少
し
ず
つ
膨
ら
ま
し
、
子
孫

繁
栄
を
心
待
ち
に
し
て
い
る

か
の
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
輪
王
寺
門
跡
の
庭
園

と
し
て
、
江
戸
時
代
初
期
に

作
庭
さ
れ
た
逍
遥
園
は
、
小

堀
遠
州
作
と
伝
え
ら
れ
る
池

泉
回
遊
式
で
、
大
池
は
琵
琶
湖

の
近
江
八
景
を
模
し
て
い
る

そ
う
で
す
。（
※
逍
遥
園
は
幾

度
か
改
修
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
名
も
の
ち
に
付
け
ら
れ
た

と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。）

特
徴
的
な

修
景
物
と
し

て
、「
な
ま
ず

石
」
と
称
す
る

石
が
あ
り
、
当

時
、
琵
琶
湖
よ

り
生
き
た
ま

ま
の
な
ま
ず

を
運
ぶ
こ
と

が
困
難
な
為
、

大
池
脇
に
石

で
表
現
し
、
据

え
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

ま
た
、
燈
篭

や
蹲
に
も
美

し
く
苔
が
乗

り
、
心
安
ら
ぐ

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

  

視
察
研
修
会
報
告

鶴
見
支
部

情
報
委
員

　
　
　
　

前
田

陽
介

庭
園
で
し
た
。

輪
王
寺
を
後
に
し
、
渡
良

瀬
川
沿
い
を
走
る
わ
た
ら
せ

渓
谷
鉄
道
に
乗
り
、
栃
木
県

足
尾
駅
か
ら
群
馬
県
大
間
々

駅
へ
向
か
い
ま
し
た
。

車
中
か
ら
眺
め
る
渡
良
瀬

川
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
然

で
、
徐
々
に
芽
生
え
は
じ
め

た
新
緑
も
美
し
く
、
そ
の
姿

は
雄
大
で
し
た
。

宿
泊
先
で
は
、
懇
親
の
席

を
設
け
、
よ
り
一
層
の
親
睦

を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
群
馬
県
富
岡

市
妙
義
山
の
主
峰
、
白
雲
山

に
あ
る
妙
義
神
社
へ
向
か
い

ま
し
た
。

壇
上
で
根
を
張
る
し
だ
れ

桜
は
満
開
を
迎
え
、
芝
付
き
よ

り
下
へ
流
れ
る
枝
は
し
な
や
か

で
、
滝
口
よ
り
糸
落
ち
す
る
花

び
ら
の
滝
の
よ
う
で
し
た
。

妙
義
神
社
を
後
に
、
市
内

に
あ
る
、
富
岡
製

糸
場
、
埼
玉
県
小

江
戸
川
越
の
土
蔵

づ
く
り
の
街
並
み

を
見
学
し
、
帰
路

に
着
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会

を
安
全
に
進
行
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た
当
協
会
賛
助
会

員
、
ス
バ
ル
観
光

（
株
）
様
、（
株
）
ド

リ
ー
ム
ワ
ー
ル
ド

様
、
ま
た
、
支
部

賛
助
会
員
と
し
て

毎
年
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す

（
株
）
磯
ヶ
谷
商
店

様
、加
藤
産
商
（
株
）

様
、（
有
）
中
山
造

園
資
材
様
、（
株
）

万
年
屋
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

妙義神社にて

金
沢
・
磯
子
支
部
で
は
、
去

る
四
月
二
十
一
日
、二
十
二
日
、

「
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
今
、

草
木
萌
ゆ
る
京
都
へ
！
」
と
題

し
、
庭
園
見
学
会
に
行
っ
て
来

ま
し
た
。

例
年
、
春
に
日
帰
り
の
見
学

会
を
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
は
、
支
部
青
年
部
十
周
年
の

記
念
も
兼
ね
、
一
泊
の
宿
泊
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
の
見
学
地
は
、
洛
北

鷹
ヶ
峰
の
「
し
ょ
う
ざ
ん
庭

園
」
で
し
た
。
支
部
会
員
の
御

紹
介
に
よ
り
、
長
年
こ
ち
ら
の

庭
園
の
管
理
を
な
さ
っ
て
い
る

方
が
、
案
内
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
し
ょ
う
ざ
ん
は
、
台
杉

で
有
名
な
庭
園
で
す
が
、
台
杉

や
モ
ミ
ジ
の
手
入
れ
に
つ
い
て

や
、柴
原
と
白
杉
の
見
分
け
方
・

仕
立
て
具
合
な
ど
の
説
明
を
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
お
茶
室
の

軒
下
（
通
常
は
、
三
和
土
の
部

分
）
陶
器
タ
イ
ル
が
使
わ
れ
て

い
る
点
や
、
ス
ギ
苔
の
管
理
・

園
内
の
石
材
な
ど
、
参
加
者
か

ら
の
質
問
に
も
細
か
く
答
え
て

頂
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。続

い
て
、
御
室
桜
の
咲
く
真

言
宗
御
室
派
総
本
山
仁
和
寺
に

参
り
ま
し
た
。
や
や
満
開
を
過

ぎ
て
は
い
ま
し
た
が
、
根
上
が

り
で
丈
の
低
い
桜
の
林
は
、
ま

さ
に
花
の
散
り
際
の
美
し
さ
を

表
し
て
い
ま
し
た
。
古
く
か

ら
「
洛
中
洛
外
に
て
第
一
」
と

謳
わ
れ
た
桜
の
名
所
で
、
当
日

も
大
変
な
人
出
で
し
た
。
私
自

  

京
都
庭
園
見
学
会

　
　
　

金
沢･

磯
子
支
部

　
　
　
　

大
胡

隆
典

身
は
花
の
時
期
の
仁
和
寺
は
初

め
て
で
し
た
が
、
足
元
を
見
れ

ば
無
数
の
花
び
ら
が
、
さ
な
が

ら
水
に
漂
う
花
筏
の
よ
う
に
、

見
上
げ
れ
ば
、
空
に
そ
び
え
立

つ
五
重
塔
が
桜
花
の
上
に
浮
か

び
、
都
の
春
に
包
ま
れ
た
一
時

を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

余
談
で
す
が
、
こ
の
御
室
桜

は
、
地
中
に
粘
土
質
の
層
が
有

り
、
根
圏
を
制
限
さ
れ
て
い
る

為
に
、
背
丈
が
高
く
な
ら
な
い

そ
う
で
す
。
境
内
は
、
他
に
も

多
品
種
、
多
数
の
桜
や
満
開
の

三
つ
葉
躑
躅
に
彩
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

初
日
の
最
後
は
、
並
河
靖
之

七
宝
記
念
館
へ
伺
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
庭
は
、
七
代
目
小
川

冶
兵
衛
の
作
で
、
琵
琶
湖
疏
水

を
初
め
て
個
人
邸
に
引
い
た
と

さ
れ
る
池
が
特
徴
の
一
つ
で

す
。
そ
の
池
の
中
の
石
が
、
建

物
の
束
石
に
な
っ
て
お
り
、
池

の
上
に
建
物
が
張
り
出
す
形
に

な
っ
て
い
た
り
、
縁
先
の
一
文

字
の
手
水
鉢
が
立
て
た
石
の
上

に
高
く
据
え
ら
れ
て
い
た
り
、

は
た
ま
た
、
応
接
室
へ
上
が
る

沓
脱
ぎ
は
膳
所
城
の
櫓
石
と
言

わ
れ
る
二
本
の
長
く
巨
大
な
も

の
で
あ
っ
た
り
と
、
広
く
は
無

い
豪
快
な
演
出
が
見
て
と
れ
ま

し
た
。
現
在
は
手
前
の
橋
か
ら

先
は
立
ち
入
り
出
来
ま
せ
ん

が
、
三
か
所
に
有
る
滝
口
と
二

か
所
の
橋
、
そ
れ
に
沢
飛
び
と

池
の
縁
を
廻
る
こ
と
で
、
池
の

深
浅
と
共
に
、
移
り
変
わ
る
景

色
を
見
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
亀
や
蛙
の
添
景
物
が
や

た
ら
と
多
く
、
石
灯
籠
な
ど
も

後
年
に
増
や
さ
れ
た
の
で
は
無

い
か
と
思
わ
れ
、
少
々
う
る
さ

く
感
じ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
支
部
会
員
の
御

縁
に
よ
り
、
臨
済
宗
和
尚
・
西

田
承
元
師
に
御
案
内
を
頂
き
、

一
般
公
開
を
し
て
い
な
い
寺
院

の
見
学
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。

午
前
中
の
見
学
地
、
臨
済
宗

逍遥園

逍遥園　灯篭 なつかしいポストも健在　足尾駅逍遥園　蹲逍遥園　なまず石

しょうざん庭園　北山台杉の景
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南
禅
寺
派
の
門
蹟
尼
寺
で
あ

る
霊
鑑
寺
は
、
明
治
維
新
ま
で

代
々
、
皇
女
が
住
職
を
務
め
た

そ
う
で
す
。
春
と
秋
の
一
週
間

以
外
は
、
非
公
開
と
な
っ
て
い

ま
す
。
当
日
は
、
生
憎
の
雨
と

な
り
ま
し
た
が
、
苔
の
色
も
鮮

や
か
で
、
も
み
じ
の
枝
先
の
新

緑
も
一
層
や
わ
ら
か
に
感
じ
ま

し
た
。
鹿
ヶ
谷
は
京
都
の
街
中

よ
り
も
涼
し
く
、
境
内
に
は
後

水
尾
上
皇
御
遺
愛
の
日
光
椿
は

じ
め
、散
り
椿
な
ど
の
名
木
が
、

名
残
り
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

し
た
。
お
庭
は
江
戸
時
代
の

作
。
主
庭
は
、
向
か
っ
て
左
の

枯
滝
よ
り
細
い
枯
池
が
続
き
、

池
の
向
こ
う
に
妙
法
院
宮
ゆ
か

り
の
般
若
寺
型
灯
篭
が
立
っ
て

い
ま
す
。
し
と
し
と
落
ち
る
雨

の
音
の
他
は
、
何
も
聞
こ
え
な

い
古
刹
の
空
気
に
包
ま
れ
、
室

内
か
ら
拝
見
す
る
景
色
は
、
額

に
入
っ
た
一
幅
の
絵
画
の
様
で

す
。
こ
ち
ら
で
、
昼
食
を
取
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
周
り
に

有
る
襖
絵
が
、
狩
野
永
徳
・
狩

野
元
信
・
丸
山
応
挙
、
観
光
寺

院
な
ら
当
然
レ
プ
リ
カ
で
す

が
、
こ
こ
に
は
、
他
人
は
入
れ

な
い
の
で
全
て
本
物
、
緊
張
感

の
あ
る
御
食
事
で
し
た
。

次
に
鹿
苑
寺
に
伺
い
ま
し

た
。
金
閣
寺
と
し
て
、
国
内
外

に
知
ら
れ
る
名
刹
で
す
。
入
っ

て
す
ぐ
の
左
側
に
イ
チ
イ
ガ
シ

の
巨
木
が
二
本
有
り
、
昔
は
二

本
の
間
を
抜
け
る
方
向
に
参
道

が
有
っ
た
と
、
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。
庫
裏
か
ら
上
が
り
、
平

成
十
九
年
の
解
体
修
理
の
際
に

新
作
さ
れ
た
石
踊
達
哉
、
森
田

り
え
子
両
氏
の
杉
戸
絵
を
見
な

が
ら
方
丈
を
進
み
ま
す
。
緑
青

の
色
も
鮮
や
か
で
、
木
地
も
う

ぶ
な
ま
ま
で
す
が
、
時
を
経
た

後
、
ど
の
よ
う
な
変
貌
を
見
せ

て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
広

縁
か
ら
相
阿
弥
作
と
い
わ
れ
る

前
庭
、
後
水
尾
天
皇
御
手
植
の

胡
蝶
侘
介
、
陸
舟
の
松
な
ど
を

拝
見
し
ま
し
た
。
大
書
院
の
襖

絵
は
、
か
っ
て
伊
藤
若
冲
の
も

の
で
し
た
が
、
現
在
は
、
加
藤

東
一
画
伯
の
水
墨
画
が
入
っ
て

い
ま
す
。
重
厚
な
台
杉
や
、
薄

墨
桜
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
二
の

間
三
の
間
の
襖
を
あ
け
る
と
、

日
輪
図
月
輪
図
が
重
な
り
、
お

堂
の
奥
行
き
も
相
ま
っ
て
宇
宙

の
拡
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う

で
す
。

表
へ
出
て
園
路
を
歩
き
ま

す
。
通
常
の
見
学
コ
ー
ス
で

は
、
池
と
方
丈
の
間
を
金
閣
に

向
か
い
ま
す
が
、
今
回
は
左
側

へ
池
の
畔
を
回
ら
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
降
り
続
い
て
い
た
小
雨

も
上
が
り
、
名
前
の
通
り
鏡
の

よ
う
な
鏡
湖
池
に
は
っ
き
り
と

「
逆
さ
金
閣
」
が
、
煌
び
や
か

な
姿
で
浮
か
び
ま
す
。
葦
原
島

に
は
、
表
・
中
・
裏
と
三
組
の

三
尊
石
組
が
有
り
、
今
回
は
南

側
か
ら
裏
の
石
組
も
見
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
池
に
は
大
小
10

の
島
が
浮
か
ん
で
お
り
、
池
の

縁
を
進
む
に
つ
れ
様
々
な
景
色

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

旅
の
終
わ
り
に
枯
山
水
庭
園

と
し
て
名
高
い
大
徳
寺
大
仙

院
へ
行
き
ま
し
た
。
開
祖
古
岳

宗
亘
禅
師
に
よ
る
室
町
時
代
の

作
で
、
蓬
莱
山
か
ら
流
れ
出
た

水
が
、
大
海
に
至
る
ま
で
を
表

現
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ご
存
知
の
通
り
、
と
て
も

有
名
で
、
且
つ
解
り
易
い
。
切

り
立
っ
た
滝
石
組
は
、
あ
く
ま

で
も
荒
々
し
く
、
宝
船
は
誰
が

見
て
も
船
の
形
の
石
で
す
。
そ

し
て
、
大
海
と
言
わ
れ
る
方
丈

前
庭
の
庭
は
、
向
か
っ
て
左
に

一
対
の
盛
り
砂
、
右
端
に
一

本
の
沙
羅
双
樹
が
有
る
の
み

で
す
。
禅
寺
ら
し
い
凛
と
し
た

空
間
の
緊
張
感
と
古
よ
り
ゆ
っ

た
り
と
流
れ
る
時
を
感
じ
ま
し

た
。末

筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
見
学
会
に
あ
た
り
、
多
く

の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

お
忙
し
い
中
を
御
参
加
下
さ
っ

た
参
加
者
の
皆
様
、
お
陰
さ
ま

で
、
有
意
義
な
見
学
会
に
な
り

ま
し
た
。
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

鹿苑寺にて　金閣を背景にして集合

霊鑑寺の枯山水庭園　灯篭は般若寺形

8/3  （金） 公園緑地部会
8/7（火） 技能検定学科講習会（かながわ労働プラザ）

8/19（日） 技能検定要素試験
（横浜市立大学金沢八景キャンパス）

8/28（火） 公園緑地部会経営研修委員会
8/29（水） 公園緑地部会くすのき保育園園庭整備

9/4（火） 情報委員会
県域青年部会

9/5（水） 街路樹剪定士更新講習会（日造協神奈川県支部）

9/10（月） 協同組合事業承継・相続セミナー
（あいおいニッセイ同和横浜支店）

9/13（木） 公園緑地部会

9/20（木） 刈払機取扱安全教育講習会
（横浜スポーツ科学センター）

9/26（水） よこはま技能まつり出典協議
10/3（水） JA秋季持寄品評会審査会（JA植木せり市場）

10/9（金） 川崎南・北支部合同植木供養祭
（川崎大師平間寺）

10/14（日） 第 33回よこはま技能祭り（横浜公園）

10/19（金） 関東甲信造園建設業協会協議会
（栃木県宇都宮市）

支部・住所変更
○県央支部→相模原支部
　㈲堀央内造園（会員名簿P.67）
　〒252-0245　相模原市中央区田名塩田2-22-24
　Tel 042-711-9503　Fax 042-711-9553

代表者変更
○港北支部
　㈱植宗エクステリア（会員名簿P.28）
　代表者　高澤正比古　→　小野田謙三
○緑・東支部
　㈱山田富士組（会員名簿P.31）
　代表者　男全由治　→　男全恵己
○戸塚支部
　鈴木農園（会員名簿P.43）
　代表者　鈴木信次郎　→　鈴木幸子
○金沢・磯子支部
　西武造園㈱神奈川支店（会員名簿P.45）
　代表者　赤土正浩　→　寺崎俊司

代表者・住所変更
○賛助会員
　㈱日本トリム東京支店（会員名簿P.74）
　代表者　植木芳雄　→　西谷由実
　〒104-0032　   東京都中央区八丁堀3-25-7　
                      KSKビル本館4階
　Tel 03-3537-1611　Fax 03-3537-1615

TEL番号変更
○旭支部
　柏木園芸（会員名簿P.37）
　Tel 045-363-1236

事 務 局 情 報
（月  間  行  事  一  覧）
●諸会議その他●

●会員名簿の変更●
（平成24年度名簿）

会員名簿の訂正は今回名簿を作成しますので、そちらをご覧下さい。




